
連携研究スキームによる研究課題（農林水産政策研究）の政策評価書 

（令和３年度中間評価） 

 
１．評価の対象とした政策 
 
・ポスト新型コロナウイルス時代における食料安全保障のあり方に関する研究のうち「食料
の安定的な供給体制の構築に関する研究」 

・ポスト新型コロナウイルス時代における食料安全保障のあり方に関する研究のうち「食料
の安定的な確保のための国際市場に関する研究」 

・ポスト新型コロナウイルス時代における食料安全保障のあり方に関する研究のうち「国産
農水産物の国内外の需要動向を踏まえた供給体制に関する研究」 

・超高齢社会における社会・健康問題の解決に資する学際的研究 
・ナッジ等を活用した気候変動への対応等環境政策の推進に関する研究 
・農福連携の地域経済・社会、障害者の心体への効果に関する研究 
・環境に配慮した農業生産活動による生態系及び社会経済等持続可能性の総合的評価手法の
開発に関する研究 

・地域農業の持続可能性の向上に向けた農業法人の総合的企業価値の評価手法の開発に関す
る研究 
それぞれの研究の目的、目標、手段等は、別添の連携研究スキームによる研究評価報告のと

おりである。 
 
 
２．評価を担当した機関及びこれを実施した時期 
 
本評価は、農林水産省に設置された試験研究機関である農林水産政策研究所が実施している

継続中の連携研究スキームによる研究課題（以下「研究課題」という。）について、研究計画
の見直し等今後の政策研究の適切な推進に資するため、令和４年３月に、外部の学識経験者か
らなる研究課題ごとの評価委員会（以下「評価委員会」という。）が実施した。 
それぞれの評価委員会の開催日は、別添の連携研究スキームによる研究評価報告のとおりで

ある。 
 
 
３．評価の観点 
 
本評価においては、必要性（社会的ニーズへの対応、政策の企画・立案への貢献）、効率性

（研究計画の妥当性、研究資源・実施体制の妥当性）及び有効性（学術面からみた研究成果、
研究目標の達成度）の観点から総合的に評価を実施した。 
 
 
４．政策効果の把握の手法及びその結果 
 
効果の把握は、研究課題ごと及び研究課題の小課題ごとの研究成果概要書及び担当者の自己

評価を、評価委員会において検討することにより行った。研究成果概要書には、達成目標、成

果の概要、研究会の開催、前年度の評価での指摘と対応結果、行政部局との意見交換会等の開

催状況、等を取りまとめて記載した。 

その結果は、別添の連携研究スキームによる研究評価報告のとおりである。 
 
 
５．学識経験を有する者の知見の活用 
 
専門的知見を有する外部専門家から構成される評価委員会が評価を実施することにより、客

観性及び透明性の確保を図った。 
評価委員会の構成及び評価委員会からの意見は、別添の連携研究スキームによる研究評価報

告のとおりである。 
 
 
６．評価を行う過程において使用した資料その他の情報 
 
評価の基本資料として、研究課題ごと及び研究課題の小課題ごとの研究成果概要書を作成し、

使用した。 
 



７．評価の結果 
 
対象となる六つの研究課題について、政策研連携研究課題については、評価委員より、「順

調に進行しており、問題はない」「ほぼ順調であるが、改善の余地がある」「計画等を変更す
る余地がある」との評価がなされた。 
また、委託研究課題については、「順調に進行しており、問題はない」「ほぼ順調であるが、

改善の余地がある」との評価がなされた。 
この評価及び評価委員からの指摘を踏まえ、各研究課題とも、次年度の研究推進に当たって

改善を図りつつ、継続して実施することとしている。 
なお、詳細な評価結果及び対応方針は、別添の連携研究スキームによる研究評価報告のとお

りである。 
 

 


